
第3章  

（イ）外来部門   

（D内科系   

外来部門の内科系における各診療科7の患者1人1日当たりの医業および医業外  

収益と、医業および医業外費用を診療科別にみると、多くの病院において小児科は  

赤字、内科は一病院を除いて黒字であった。   

また、内科では、小児科と比べてばらつきがみられた。  

図表3－41・内科系三次配賦結果  

（患者1人1日当たり外来部門・（医業費用および医業外費用）／（医業収益および医業外収益））  
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但し、アルファベットは、病院名を表す。  

7本分析では、内科、小児科を例にとりグラフ化した。  
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第3章   

②外科系   

外来部門の外科系における各診療科8の患者1人1日当たりの医業収益と医業費  

用をみると、赤字の診療科が多い。  

図表3■2 外科系三次配賦結果  

（患者1人1日当たり外来部門・（医業費用および医業外費用）／（医業収益および医業外収益））  
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但し、アルファベットは、病院名を表す。  

8本分析では、外科、整形外科、脳神経外科、ひ尿器科を例にとりグラフ化した。  
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第3章  

（ウ）入院部門・外来部門を合わせた結果（参考）   

病院全体について、診療科別収支計算を病院ごとに行った。  

①内科系   

内科系診療科の結果は、図表3－43のとおりであった。   

小児科は、A病院を除き、赤字であった。ただし、B病院およびE病院における  

小児科は外来部門のみであった。  

図表3－43 内科系三次配賦結果  

（患者1人1日当たり（医業費用および医業外費用）／（医業収益および医業外収益））  
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但し、アルファベットは、病院名を表す。  
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第3章  

②外科系  

外科系診療科の結果は、図表3－44のとおりであった。  

ただし、D病院の外科は外来部門のみであった。  

図表3■4 外科系三次配賦結果  

（患者1人1日当たり（医業費用および医業外費用）／（医業収益および医業外収益））  
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但し、アルファベットは、病院名を表す。  
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第3章  

（診調組 コー3）  

3．2．1．5．収支計算例   

（1）入院・外来別の診療科ごとの収支計箕例（全体）  

全病院（計8病院）に対する入院・外来別の診療科ごとの収支計算を行った（図  

表3－45）。  

各計算結果は、施設全体の収益額を100とした場合の割合とした（数値）。さらに、  

診療科別の収支構造を明らかにするため、各部門による項目別部門合計への寄与率  

を計算した（カツコ付数値）。  

ただし、各項目の割合は、各病院について計算した割合に対し、さらに全病院に  

ついて単純平均値を算出したものである。よって、病院の特性を含んでおらず、計  

算例とした。   

図表3－45に示したとおり、入院部門は施設全体の医業収益の7割、外来部門は3  

割を占めた。   

医業費用については、入院部門が7割、外来部門が3割であった。   

医業利益については、入院部門で2．8％の黒字、外来部門で1．9％の赤字であった。〉   

診療科別にみると、入院部門では外科が0．9％の黒字、循環器科、′ト児科、婦人  

科が0．8％の赤字であった。外来部門では内科が2．5％の黒字、整形外科が1．0％の  

赤字であった。  

医業利益および医業外利益の合算値については、入院部門で3．4％の黒字、外来  

部門で1．8％の赤字であった。  

％の黒字、小児科が0．8％の赤字であ  診療科別にみると、入院部門では外科が   

った。外来部門では内科が2．5％の黒字、整形外科が1．0％の赤字であった。  
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3．2．1．5．収支計算例  

（1）入院・外来別の診療科ごとの収支計算例（全体）  

全病院（計8病院）に対する入院・外来別の診療科ごとの収支計算を行った（図   

表3－45）。  

各計算結果は、施設全体の収益額を100とした場合の割合とした（数値）。さらに、   

診療科別の収支構造を明らかにするため、各部門による項目別部門合計への寄与率   

を計算した（カツコ付数値）。  

ただし、各項目の割合は、各病院について計算した割合に対し、さらに全病院に   

ついて単純平均値を算出したものである。よって、病院の特性を含んでおらず、計   

算例とした。   

図表3－45に示したとおり、入院部門は施設全体の医業収益の7割、外来部門は3  

割を占めた。   

医業費用については、入院部門が7割、外来部門が3割であった。   

医業利益については、入院部門で2．8％の黒字、外来部門で1．9％の赤字であった。   

診療科別にみると、入院部門では外科が0．9％の黒字、循環器科、小児科、婦人  

科が0．8％の赤字であった。外来部門では内科が2．5％の黒字、整形外科が1．0％の  

赤字であった。   

医業利益および医業外利益の合算値については、入院部門で3．4％の黒字、外来  

部門で1．8％の赤字であった。   

診療科別にみると、入院部門では外科が1．5％の黒字、′j、児科が0．8％の赤字であ  

った。外来部門では内科が2．5％の黒字、整形外科が1，0％の赤字であった。  
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第3章  

図表3－45 三次配賦で得られた診療科別の収支計算例（n＝8）  
（上段：施設全体医業収益額を100とした場合の各項目の占める割合）  

（下段：項目別部門合計を100とした場合の各部門の占める割合）  
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Ⅰ医業収益  
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（2）入院・外来別の診療科ごとの収支計算結果例（200床以上）   

200床以上の病院（計5病院）についてのみ収支計算を行った。   

図表3－46に示したとおり、入院部門は施設全体の医業収益の7割、外来部門は3  

割を占めた。   

医業費用については、入院部門が7割、外来部門が3割であった。   

医業利益については、入院部門で3．9％の黒字、外来部門で0．1％の赤字であった。   

診療科別にみると、入院部門では外科が1．3％の黒字、小児科が1．4％の赤字であ  

った。外来部門では内科が0．7％の黒字、整形外科が0．9％の赤字であった。   

医業利益および医業外利益の合算値については、入院部門で4．7％の黒字、外来  

部門で3．8％の赤字であった。   

診療科別にみると、入院部門では消化器科が1．4％の黒字、小児科が1．3％の赤字  

であった。外来部門では内科が2．5％の黒字、整形外科が0．7％の赤字であった。  
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（2）入院t外来別の診療科ごとの収支計算結果例（200床以上）   

200床以上の病院（計5病院）についてのみ収支計算を行った。   

図表3－46に示したとおり、入院部門は施設全体の医業収益の7割、外来部門は3  

割を占めた。   

医業費用については、入院部門が7割、外来部門が3割であった。  

医業利益については、入院部門で3．9％の黒字、外来部門で鴎の赤字であった。   
診療科別にみると、入院部門では外科が1．3％の黒字、′ト児科が1．4％の赤字であ  

った。外来部門では内科が0．7％の黒字、整形外科が0．9％の赤字であった。   

医業利益および医業外利益の合算値については、入院部門で4・7％の黒字、外来  

部門で3．8％の赤字であった。  

診療科別にみると、入院部門では消化器科力虚の黒字、小児科が1．3％の赤字  
であった0外来部門では内科カシ芝栗の黒字、整形外科力光深の赤字であった0  
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図表3－46 三次配賦で得られた診療科別の収支結果（200床以上 n＝5）  
（上段：施設全体医業収益額を100とした場合の各項目の占める割合）  

（下段：項目別部門合計を100とした場合の各部門の占める割合）  
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（3）入院・外来別の診療科ごとの収支計算結果例（200床未満）   

200床未満の病院（計3病院）についてのみ収支計算を行った。   

図表3－47に示したとおり、入院部門は施設全体の医業収益の6割、外来部門は4  

割を占めた。   

医業費用については、入院部門が6割、外来部門が4割であった。   

医業利益については、入院部門で0．3％の赤字、外来部門で2．3％の黒字であった。   

診療科別にみると、入院部門では産婦人科が1．5％の赤字、内科が1．4％の黒字で  

あった。外来部門では整形外科および産婦人科が1．4％の赤字、内科が6．7％の黒字  

であった。   

医業利益および医業外利益の合算値については、入院部門で0．5％の赤字、外来  

部門で2．5％の黒字であった。   

診療科別にみると、入院部門では産婦人科が1．4％の赤字、内科が1．3％の黒字で  

あった。外来部門では整形外科および産婦人科が1．4％の赤字、内科が6・6％の黒字  

であった。  

図表3－47 三次配賦で得られた診療科別の収支結果（200床未満 n＝3）  

（上段：施設全体医業収益額を100とした場合の各項目の占める割合）  

（下段：項目別部門合計を100とした場合の各部門の占める割合）  
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（外来）  
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3．2．2．等価係数作成結果  

3．2．2．1．診療報酬点数表区分別等価係数一覧表  

（資料4）参照  
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